
2  新 農薬の実用化 (畑 作 )     ( 農 試環境部 )

① パ ングノク粉剤は麦類さび病,ばれいしょ黒あざ病,同水和

剤75は 麦類雪腐菌核病,麦類さび病に有効である。

② ロ プラール水和剤はらっかせい灰色かび病に有効である。

( 1 ) 技術 内 容

ア パ ングック粉剤,同 水和剤

1)農 薬の種類名 :メノロニル粉剤 同 水和剤 75

有効成分の種類及び含有量

( 粉剤) メプロニル・…… 3 . 0 %

(水和剤)メプロエル………75,0%

2)適 用防害虫の範囲及び使用方法

薬 剤  名
物
名

作
虫

用
害

適
病

び
数
及
住
量用
釈

使
希

使 用 時 期 総 使 用 回数 使 用 方 法

パシグック粉剤

ムギ類 さ び 病 3～ 4り/10a
収穫14日前まで 3 回 以 内

散 布

収穫21日前まで 2 回 以 内

工
病
し
ざ
いれ
ぁ

ば
黒

いも重量の0。3% 植  付   前 1 回 以 内 種 い も粉 衣

バ ン タ ッ ク

水  和  斉J 75

ムギ雪腐菌核病

ムギ類 さび 病
1,000～1,500程

根 雪 前

収稜21日前まで

2 回 以 内 散 布

3 ) 毒性

急、性毒性は,経 口,経 皮ともLD50>10,0000時 代 で普通物 魚 毒性は
B類 (TLm48

時間 コ イー8.6 ppm)

4)殺 菌剤の特長

菌糸浸入,進 展阻止力が強く,予 防的あるいは治療的に散布 しても高い防除効果を示す。持

続効果 も長い。

イネ,ム ギ以外にも野菜 じ呆樹 ・花弁等主要作物に対しても薬害がなく安全である。

5)使 用上の注意事項

(1)委 に対して毒性があるので,桑 が付近にある場合には桑葉にかからないように注意する。

(2)魚 介類1/C対して
一時に広範囲に使用する場合には十分注意する。

(3)ム ギ雪腐禍色小粒菌核病に対 して,防 除効果が高いが紅色雪腐病には効果が劣
る。紅色雪

腐病に対 しては,チ オファネ
ー トメチル剤が有効である。
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イ ロ プラール水和剤

1)農 薬の種類名  イ プロジオン水和剤

有効成分の種類及び含有量  イ フ
・ロジオン・………50.0%

2)適 用防害虫の範囲及び使用方法

3 ) 毒性

急性毒性は経口LD50, 1,530り 侮 (♀ ラット),経 皮 2,500町々
で普通物 ,魚 毒性はA類 ,

ミツパチに影響なく,カ イコに対しては桑に 500倍液散布 15日 で残毒性消失

4)殺 菌剤の特長

ポトリチス属菌による各種病害 (灰色かび病 )に対して効果がある。作用性は胞子の発茅抑制

及び菌糸の伸長抑制効果が主体である。植物体内への浸透移行はほとん どなく作物に対する薬害

のおそれは少ない。

最近問題になっているベンズイ グヾ
・
ノール系薬剤 (ベ ンレ

ー ト, トッフ
・
ジンM)耐 性菌及びポ

リオキシン剤耐性菌に対 しても効果を示す。

5)使 用上の注意事項

(1)ア ルカリ性薬剤との混用は避ける。

(2)本 剤を散布 した茎葉は飼料に使用 しない。

(3)あ らかじめ薬剤耐性菌の出現を防ぐため,過 度の連用を避ける。

薬  剤  名
物
名

作
虫

用
害

適
病

び
数
及
倍薩釈

使
希

使 用 時 期 総 使 用 回 数 使用方法

ロプラール水千B剤
ラ ッ カ セ イ

灰 色 か び 病
1.000～1,50炉収穫

2 1 日前 ま で
3  回 散   布
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